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地域包括支援センターだより

　地域包括支援センターは、地域で暮らす高
齢の皆さんを、介護、福祉、健康、医療など
さまざまな面から総合的に支えるための総合
窓口です。皆さんがいつまでも健やかに住み
なれた地域で生活していけるよう、地域包括
支援センターを積極的にご利用ください。
★上島町地域包括支援センター	 ☎︎ 76―2261
★弓削サブセンター	☎  77―3700
★岩城サブセンター	☎  74―0755
★魚島窓口	☎  74―1120

地域包括支援センターだよりいつまでもいきいきとした生活を！
健康寿命とは、病気やけがなどにより日常生活が

制限されることなく、健康的に生活できる期間のこ
とをいいます。平均寿命が世界でトップクラスの日
本では、健康寿命もトップクラスです。

現在、健康寿命と平均寿命には約10年の差があり
ます。高齢期の人生をより豊かなものにするために
は、この健康寿命と平均寿命の差を縮めることが大
きな課題となります。

健康寿命を左右する「要介護」の原因をみると、

新たな楽しみを見つけましょう
高齢期は余生ではなく、定年退職や子育ての一段落などによって始まった「セカンドライフ」です。

健康寿命を延ばすためにも好奇心を失わず、活動的な毎日を送りましょう。これまで培ってきたもの、
どこかで諦めてしまっていたもの、時間ができたらやりたいと思っていたものなどにもう一度挑戦して
みませんか。また、自分の知識や経験、技術などを生かして新たなことにも挑戦してみましょう。人と
の出会い、交流はいきいきとした生活をもたらします。

 閉じこもりを防いで地域参加を
高齢になると体力や気力が低下し、日々の活動範囲が狭くなりがちです。これを放っておくと閉じこ

もりになってしまいます。閉じこもりは心身の衰弱を招き、介護につながる危険性があります。高齢に
なり、「自分が役に立つ人間だと思えなくなった」ということはありませんか。元気な高齢者が社会的
な役割を担うことは、これからの少子高齢化社会には欠かせません。それは同時に、欠かせない存在と
なった高齢者自身の新たな生きがいになります。これまでに得た知識や人生経験を生かせる場はたくさ
んあります。一番身近なのは、自分が住んでいる地域での活動です。地域のため、そして自分のために
積極的に参加しましょう。

脳血管疾患のほかに、衰弱、転倒・骨折、認知症、関節疾患といった「老年症候群」があげられます。
健康寿命と平均寿命の差を縮めるためには、生活習慣病の予防のほか、老年症候群の予防が大切です。

※上島町では高齢になられてもいつまでも安心して過ごせるような地域づくりを目指しています。
住民の皆さんも隣近所で関心を持ち、助け合うようにしましょう。


